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３月の主な活動
	 1日	第2回県中央メーデー
	 	　　　　　実行委員会
	 	2017春季生活闘争
	 	　　県中央総決起集会

	 4日	第2回地協代表者会議
	 	にいがたユニオン総会

	 8日	第5回四役会議

	12日	連合・国際女性デー
	 	　第24回にいがた集会
	 	　第3回女性委員会

	31日	妥結ミニマム基準設定会議
	 	拡大闘争委員会
	 （第5回執行委員会）

こんなとき
　どうする�
労働法制Q&A

Ａ ：派遣先での時間外労働には要件が求められ、要件を欠く場合に
は命じられない。

　派遣先が派遣労働者に時間外労働をさせる場合には、
　　１）派遣元における36協定の締結・届出
　　２）派遣元就業規則におけるその旨の記載
　　３）�雇用契約に際し明示された就業条件にその旨

の条項があること
　　４）�派遣元・派遣先間の派遣契約にその旨の規定

があること
が要件となる。

労基法等の使用者責任
　労働者派遣法では労基法等で定める使用者の責任を、派遣元・派
遣先にそれぞれ負わせている。
　労働時間の枠組みの設定は派遣先が行うが、派遣先に派遣労働者
に時間外労働や休日労働を行わせるためには、派遣元が36協定の締
結・届出を行い、労働者へ周知する必要である。

Ｑ：派遣契約の労働時間内
に業務が終わらなかった

ため、派遣先で残業を命

じられた。

　

三
月
一
日
、
連
合
新
潟
と
連

合
新
潟
地
協
は
「
二
〇
一
七
春

季
生
活
闘
争
！
新
潟
県
中
央
総

決
起
集
会
」
を
開
き
、
構
成
組

織
・
単
組
か
ら
五
〇
〇
人
を
超

え
る
組
合
員
が
結
集
し
ま
し
た
。

　

齋
藤
会
長
は
、
今
年
の
春
季

生
活
闘
争
に
つ
い
て
、「
月
例

賃
金
の
引
き
上
げ
に
こ
だ
わ
る

す
べ
て
の
働
く
者
の
処
遇
改
善
！

　「
底
上
げ
・
底
支
え
」「
格
差
是
正
」

で
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ
の
実
現
を

闘
い
、
そ
し
て
過
労
死
に
つ
な

が
る
長
時
間
労
働
の
撲
滅
を
、

組
織
を
あ
げ
て
取
り
組
も
う
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、

各
構
成
組
織

を
代
表
し
、

民
間
部
門
の

佐
分
利
正
幸

さ
ん
（
Ｕ
Ａ

ゼ
ン
セ
ン
）

と
鳥
羽
雅
英

さ
ん
（
運
輸

労
連
）、
官

公
部
門
の
河

合
信
之
介
さ

ん（
自
治
労
）

か
ら
そ
れ
ぞ

れ
の
課
題
等

に
つ
い
て
決

意
表
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　

集
会
ア
ピ

ー
ル
で
は
、

新
潟
地
協
青

年
女
性
委
員

会
・
丸
山
勇

太
さ
ん
（
基

幹
労
連
）
が
、

「
ク
ラ
シ
ノ
ソ
コ
ア
ゲ
応
援
団

の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
今
春
季

生
活
闘
争
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も

と
賃
金
の
底
上
げ
・
底
支
え
・

格
差
是
正
と
な
る
よ
う
適
正
な

配
分
を
勝
ち
取
ろ
う
」
と
提
案

し
、
参
加
者
全
員
の
拍
手
で
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
集
会
の
中
で
「
ク
ラ

シ
ノ
ソ
コ
ア
ゲ
応
援
団
！
Ｒ
Ｅ

Ｎ
Ｇ
Ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
呼

応
し
て
参
加
者
全
員
で
長
時
間

労
働
是
正
に
向
け
た
「
フ
ォ
ト

メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
撮
り
ま
し
た
。

　

集
会
後
は
、
構
成
組
織
ご
と

に
集
団
を
つ
く
り
、
齋
藤
会
長

ら
を
先
頭
に
、
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ

ー
ル
を
あ
げ
な
が
ら
新
潟
市
内

を
デ
モ
行
進
し
ま
し
た
。

　

連
合
新
潟
で
は
、
齋
藤
会

長
・
牧
野
事
務
局
長
に
よ
る

単
組
激
励
訪
問
を
地
協
の
役

員
と
展
開
中
で
す
。

　

二
月
一
七
日
の
佐
渡
地
協

を
皮
切
り
に
、
県
央
地
協
は

三
月
三
日
、
中
越
地
協
は
三

月
七
日
と
三
月
一
〇
日
、
下

越
地
協
は
三
月
一
三
日
と
、

こ
れ
ま
で
に
二
六
単
組
を
訪

問
し
ま
し
た
。

　

今
次
闘
争
で
も
、
中
小
・

地
場
組
合
の
交
渉
支
援
と
し

て
、
要
求
書
を
提
出
し
交
渉

段
階
の
こ
の
時
期
に
、
連
合
新

潟
の
闘
争
方
針
の
説
明
と
、
単

組
の
状
況
や
課
題
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
し
て
い
ま
す
。

　

連
合
新
潟
は
賃
金
引
き
上
げ

を
は
じ
め
、
労
働
条
件
の
向
上
、

景
気
・
雇
用
対
策
な
ど
を
各
団

体
へ
要
請
し
て
い
ま
す
。

　

新
潟
県
経
営
者
協
会
へ
の
要

請
で
齋
藤
会
長
は
、「
す
べ
て

の
働
く
者
に『
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・

ワ
ー
ク
（
働
き
が
い
の
あ
る
人

間
ら
し
い
仕
事
）』
を
行
き
渡

ら
せ
る
。
そ
の
た
め
に
は
『
人

へ
の
投
資
』
が
重
要
で
あ
り
、

す
べ
て
の
働
く
者
・
国
民
生
活

の
『
底
上
げ
』
を
は
か
る
闘
争

を
継
続
し
、
社
会
全
体
へ
拡
げ

て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
」

と
述
べ
、
今
春
季
生
活
闘
争
は

　

今
後
は
、
三
月
二
一
日
に

上
越
地
協
・
新
潟
地
協
、
三

月
二
二
日
に
県
央
地
協
の
二

回
目
、
三
月
二
七
日
に
柏
崎

地
協
で
の
激
励
訪
問
を
予
定

し
て
お
り
、
地
域
・
地
場
の

現
場
に
密
着
し
た
春
季
生
活

闘
争
を
闘
い
ま
す
。

今
年
は
全
地
協
へ

　
　

激
励
訪
問
実
施
中

春
季
生
活
闘
争

各
団
体
へ
の
要
請
を
展
開

「
月
例
賃
金
の
引
き
上
げ
」
と

「
長
時
間
労
働
の
是
正
」
に
重

点
を
置
き
進
め
て
い
く
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。経
営
者
協
会
・

並
木
会
長
は
、「
こ
こ
三
年
間

は
月
例
賃
金
や
賞
与
に
踏
み
込

ん
で
、
大
幅
な
引
き
上
げ
実
現

し
て
き
た
。
基
本
姿
勢
と
し
て

経
済
の
好
循
環
を
力
強
く
回
し

て
個
人
消
費
を
喚
起
す
る
た
め

に
も
賃
金
引
き
上
げ
の
モ
メ
ン

タ
ム
（
勢
い
）
を
今
年
も
継
続

し
て
い
く
。
収
益
が
拡
大
し
た

企
業
や
中
長
期
的
に
改
善
さ
れ

て
い
る
企
業
は
、
年
収
ベ
ー
ス

で
前
向
き
に
検
討
す
る
」
と
考

え
を
示
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
潟
労
働
局
へ
の
要

請
で
齋
藤
会
長
は
、「
労
働
局

と
の
関
係
は
極
め
て

重
要
で
あ
る
。
働
き

や
す
い
暮
ら
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
を
共

に
行
っ
て
い
き
ま
し

ょ
う
」
と
述
べ
、
最

低
賃
金
の
引
き
上
げ

や
労
働
時
間
の
短
縮

を
は
じ
め
と
し
た
五

項
目
一
八
の
要
請
を

行
い
ま
し
た
。
梅
澤

労
働
局
長
は
、「
要

請
内
容
は
、
い
ず
れ

も
新
潟
県
内
の
労

働
現
場
を
よ
り
デ

ィ
ー
セ
ン
ト
に
す

る
内
容
で
あ
る
と

受
け
止
め
て
い
る
。

労
働
局
も
県
内
個

別
企
業
へ
訪
問
し
、

働
き
方
を
変
え
て

い
く
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
」
と

述
べ
ま
し
た
。

　

今
後
、
連
合
新

潟
は
県
知
事
や
経

営
者
に
対
し
て
も
要
請
と
意
見

交
換
を
行
い
、
理
解
と
支
援
を

求
め
て
い
き
ま
す
。

２０１７

今
年
は
全
地
協
へ

　
　

激
励
訪
問
実
施
中

2017春季生活闘争
中小・地場総決起集会
と　き：４月１日（土）
　　　　14：00〜

ところ：三条市・
　　　　燕三条地場産センター

※終了後、デモ行進

連合新潟　2017春季生活闘争 第２回要求集計結果（３月８日公表）
☆調査対象384組合（74,679名）のうち、要求提

出報告があったのは101組合（27,039名）
☆平均方式97組合（26,487名）、個別Ａ方式 １組

合（519名）、個別Ｂ方式 ０組合（０名）
☆集計可能な組合は49組合（11,796名）。集計結

果は以下の通り。
☆額・率両方のデータのない組合は集計対象外。

集計組合
組合員１人
あたり平均

１組合あたり
平均

（加重平均）（単純平均）
組合数 人員 金額 率 金額 率

計 49 11,796 8,453 3.33 8,348 3.38

昨年同時期
（同じ組合比較

ではない）
46 10,573 8,466 3.23 7,966 3.22
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土曜相談会 ４月は８日に開催

組織拡大勉強会

松永局長
国際女性デー集会

国際女性デー街頭演説

新妻局長

19%

44%

25%

12%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

何もしていない

豆まき＆恵方巻

恵方巻

豆まき

労働で悩んでいる人、あなたの周りにいませんか？　無料相談 0
フリーダイヤル

120-1
いこうよ

54-0
れんごうに

52（平日9:00～17:00）
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〈
働
き
方
改
革
考
〉

　

巷
の
話
題
は
政
府
主

導
の
“
働
き
方
改
革
実

現
会
議
”。
労
働
者
を

守
る
べ
き
〈
36
協
定
〉

も
特
別
条
項
で
実
態
は

上
限
制
限
な
し
。「
時

間
管
理
は
し
な
い
、
把
握
し
な
い
、

仕
事
は
や
ら
せ
っ
ぱ
な
し
」
そ
ん

な
無
秩
序
な
現
場
で
、
長
時
間
労

働
、
不
払
い
が
横
行
し
て
い
る
。

偏
っ
た
法
案
に
さ
せ
て
は
な
ら
な

い
。
労
働
側
の
本
気
度
が
問
わ
れ

て
い
る
。
さ
て
さ
て
先
ず
は
粘
り

強
い
春
闘
交
渉
を
!!

２
・
24
プ
レ
ミ
ア
ム
フ
ラ
イ
デ
ー

初
日
所
感 

（
春
ち
ゃ
ん
）

２月度のホーム・ページ アンケート結果発表
質問：�２月のアンケートは「あなたの節分はどんなやり方で

すか？」でした。
　結果は下表のとおり、豆まき＆恵方巻と一緒にやっている
方が多いんですね。恵方巻でパクッと沈黙の夕飯を済ませた
後に、打って変わって「鬼（安倍）はー外！！福はー内！！」
と大声張り上げての豆まきで楽しむんでしょうか。
　時すでに春闘期！「賃下げ」は外！「賃上げ」は内！で、
４年連続のクラシノソコアゲを勝ち取りましょう。
　３月のＨＰアンケートは「働き方」に関する話題です。投
票をお待ちしています！

　

二
月
一
四
日
、
新
潟
市
・
駅

ま
え
オ
フ
ィ
ス
に
て
、
連
合
新

潟
組
織
対
策
委
員
会
主
催
の

「
第
一
回
組
織
拡
大
勉
強
会
」

を
開
き
、
委
員
や
各
構
成
組
織

の
担
当
者
な
ど
三
七
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
連
合
新
潟
で
は
組

織
拡
大
・
強
化
が
喫
緊
の
課
題

で
あ
り
、
組
織
対
策
委
員
会
で

は
組
織
化
が
進
む
よ
う
取
り
組

　

三
月
一
二
日
、
新
潟
市
・
新

潟
駅
前
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

に
て
、
連
合
・
国
際
女
性
デ
ー

第
二
四
回
に
い
が
た
集
会
を
開

催
し
、
約
一
〇
〇
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
連
合
新
潟
女
性

委
員
会
・
倉
田
委
員
長
か
ら
、

国
際
女
性
デ
ー
の
起
源
に
も
触

れ
な
が
ら
「
女
性
の
活
躍
推
進

に
は
男
性
の
働
き
方
改
革
が
必

要
で
あ
り
、
特
に
長
時
間
労
働

の
是
正
が
重
要
。
今
日
の
集
会

で
再
認
識
し
て
ほ
し
い
」
と
あ

い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
の
民
進
党
県
連
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
で
は
、
男
女
平
等
、

女
性
の
地
位
向
上
に
つ
い
て
国

み
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　

前
半
は
連
合
本
部
総
合
組
織

局
・
松
永
茂
樹
局
長
よ
り
、「
自

分
が
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
だ
っ
た

ら
」
と
い
う
題
材
で
、
参
加
者

が
七
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

あ
る
労
働
相
談
を
き
っ
か
け
に

そ
の
会
社
に
労
働
組
合
を
立
ち

上
げ
る
た
め
の
討
議
を
行
い
ま

し
た
。
ま
ず
限
ら
れ
た
情
報
の

な
か
、
相
談
者
を
は
じ
め
と
し

関
連
企
業
や
関
係
組
織
な
ど
へ

の
対
応
や
働
き
か
け
な
ど
、
組

織
化
に
つ
な
げ
る
た
め
の
戦
略

を
練
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
よ

り
具
体
的
な
情
報
を
得
る
こ
と

で
、
望
ま
し
い
組
織
化
へ
の
方

法
を
考
え
る
た
め
に
戦
略
を
練

り
直
す
な
ど
し
、
最
後
に
討
議

結
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

後
半
の
「
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー

の
組
織
化
に
つ
い
て
」
で
は
、

連
合
本
部
総
合
組
織
局
・
新
妻

健
治
局
長
よ
り
「
イ
オ
ン
の
事

例
を
も
と
に
・
・
・
」
と
題
し
、

大
手
流
通
企
業
の
イ
オ
ン
グ
ル

ー
プ
に
て
約
六
万
人
の
パ
ー
ト

タ
イ
マ
ー
労
働
者
の
組
織
化
を

検
討
し
は
じ
め
て
か
ら
五
年
を

か
け
て
実
現
し
た
と
い
う
自
身

の
体
験
談
を
聞
き
、
そ
の
後
、

参
加
者
が
そ
れ
ぞ
れ
抱
え
て
い

る
課
題
な
ど
を
踏
ま
え
た
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

二
月
一
五
日
、
連
合
新
潟
が
推
薦

す
る
県
議
会
議
員
と
の
懇
談
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

連
合
新
潟
二
〇
一
七
年
春
季
生
活

闘
争
方
針
の
概
要
説
明
後
、
春
季
生

活
闘
争
に
関
わ
る
知
事
要
請
に
つ
い

て
意
見
を
も
ら
い
、
年
内
実
施
が
予

想
さ
れ
る
第
四
八
回
衆
議
院
選
挙
な

ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
春
季
生
活
闘
争
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
も
掲
げ
ら
れ
て
い
る
長
時

間
労
働
の
撲
滅
を
は
じ
め
、
政
府
が

す
す
め
る
働
き
方
改
革
実
現
会
議
に

対
す
る
、
連
合
新
潟
と
各
地
域
協
議

会
の
各
種
行
動
へ
の
積
極
的
な
対
応

を
お
願
い
し
ま
し
た
。

組
織
化
を
具
体
的
に
考
え
よ
う

社
会
に
お
け
る
女
性
活
躍
の
推
進
を
目
指
し
て

～
連
合
・
国
際
女
性
デ
ー
第
二
四
回
に
い
が
た
集
会
～

会
内
外
で
努
力
し
て
い
く
こ
と

な
ど
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
の
講
演
で
は
、「
女

性
が
本
当
に
活
躍
で
き
る
社
会

を
目
指
し
て
」
と
題
し
て
、
和

光
大
学
・
竹
信
三
恵
子
教
授
を

お
迎
え
し
、
社
会
で
の
女
性
活

躍
の
現
状
や
そ
の
問
題
点
、
こ

れ
か
ら
の
取
り
組
み
に
必
要
な

こ
と
を
熱
弁
さ
れ
ま
し
た
。「
セ

ク
ハ
ラ
・
マ
タ
ハ
ラ
な
ど
へ
の

罰
則
強
化
、
ク
ォ
ー
タ
制
の
導

入
な
ど
女
性
を
後
押
し
す
る
措

置
強
化
の
た
め
、
労
働
組
合
を

中
心
に
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

強
化
す
る
こ
と
が
重
要
」
と
参

加
者
に
強
く
訴
え
か
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
集
会
終
了
後
に
は
、

新
潟
駅
前
に
お
い
て
「
街
宣
行

動
」
を
行
い
、
女
性
活
躍
の
重

要
性
を
市
民
に
訴
え
ま
し
た
。

４
月
の
自
治
体
選
挙

糸
魚
川
市
議
会
議
員
選
挙

選
挙
日
／
２
０
１
７
年
４
月
16
日

連
合
新
潟
推
薦
予
定
候
補
者

組
織
化
を
具
体
的
に
考
え
よ
う

に
い
が
た
ユ
ニ
オ
ン

田中 立一
（たなか  りゅういち）

無所属（社民党）現②  63歳

古川  昇
（ふるかわ  のぼる）

無所属（社民党）現②  67歳

第88回メーデー　県内開催一覧
地区 と　　　き 会　　　場
県 中 央 ５月１日（月）10:00 新潟市陸上競技場
村 上 ４月29日（土）10:00 村上市勤労青少年ホーム
胎 内 ４月26日（水）18:30 胎内市産業文化会館
新 発 田 ５月１日（月）10:00 新発田市民文化会館
阿 賀 野 調整中
五 泉 ４月29日（土）10:00 五泉市福祉会館
東 蒲 原 ４月29日（土）10:00 阿賀町文化福祉会館
秋 葉 ５月１日（月）10:15 新潟市秋葉区文化会館
佐 渡 ４月29日（土） 9:00 アミューズメント佐渡
西蒲・燕 ５月１日（月） 9:00 燕市吉田産業会館
三 条 ５月１日（月） 9:00 三条市総合福祉センター
加 茂 ５月１日（月） 9:00 加茂市民体育館
長 岡 ５月１日（月） 9:45 アオーレ長岡��アリーナ
見 附 ４月28日（金）18:30 見附市文化会館��アルカディア
小 千 谷 調整中
北 魚 沼 調整中
南 魚 沼 調整中
十 日 町 調整中
柏 崎 ４月29日（土） 9:00 柏崎市文化会館アルフォーレ��大ホール
上 越 ４月29日（土）10:00 上越文化会館
頸 南 ４月30日（日） 9:00 新井ふれあい会館��ふれあいホール
糸 魚 川 ５月１日（月） 9:00 ビーチホール��まがたま

第
二
三
回
定
期
大
会

活
動
方
針
・
役
員
体
制

�

を
決
定

　

三
月
四
日
、
万
代
シ
ル
バ
ー

ホ
テ
ル
に
て
、
に
い
が
た
ユ
ニ

オ
ン
第
二
三
回
定
期
大
会
が
開

か
れ
、
五
一
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

二
〇
一
六
年
度
の
活
動
報
告

や
会
計
報
告
を
受
け
、
①
非
正

規
労
働
者
等
に
か
か
わ
る
賃

金
・
労
働
条
件
の
均
等
待
遇
の

実
現
、
②
「
女
の
ユ
ニ
オ
ン
」

等
と
の
共
闘
を
さ
ら
に
進
め
る

こ
と
、
③
ユ
ニ
オ
ン
組
織
の
整

備
と
し
て
地
域
支
部
と
の
連

携
・
情
報
提
供
・
仲
間
づ
く
り

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
等

を
提
案
し
、
二
〇
一
七
年
度
活

動
方
針
や
山
本
暢
子
委
員
長
を

は
じ
め
と
し
た
役
員
体
制
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
団
結
が
ん
ば
ろ
う
の

掛
け
手
を
、
新
し
く
加
わ
っ
た

仲
間
二
人
が
緊
張
し
な
が
ら
務

め
ま
し
た
。

　

後
半
の
学
習
会
で
は
「
○
×

ク
イ
ズ
で
労
基
法
を
知
ろ
う
」

と
題
し
、
参
加
者
全
員
で
全
二

八
問
の
ク
イ
ズ
に
挑
戦
し
ま
し

た
。
難
易
度
の
高
い
ク
イ
ズ
で
、

全
問
正
解
者
は
い
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
ク
イ
ズ
を
通
し
、
労
働

基
準
法
を
知
っ
た
り
、
再
確
認

し
た
り
す
る
い
い
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

県議会議員と意見交換

第88回新潟県中央メーデー
と　き　５月１日（月）

ところ　新潟市陸上競技場

デモ行進　８：30〜

式　典　10：25〜12：30


